
  

 

 

 

   「子どもの頃に祖父から聞いた話では、先祖は香川県に住んでいたらしい」などの 

親族からの聞いた話や、相続の際に戸籍謄本でご先祖様の名前を初めて見て、 

「どんな人だったのか調べたい」という質問が、最近増えてきました。 

 

 

 

 

    香川県にゆかりの人物であれば、その経歴が香川県の人名事典（辞典）に掲載されているかも 

しれません。 

    

    『香川県人物・人名事典』 四国新聞社／編・刊 1985 (K2810/S3/14） 

    『讃岐人名辞書』 梶原竹軒／著 増補改訂 藤田書店 1973.9 （K2810/K17/2）など 

 

 

 

 

    居住地や活動場所の市町村史誌を調べることで、その足跡が判るかもしれません。 

 

    市町村合併等で、調べようとする地域が他の市町に編入されている場合も多いので、地名事典 

で下調べをしましょう。 

 

 ＊香川県立図書館調べ方ガイド No.9「香川県の地名を調べる」もご利用ください。 

     

   市町村史誌の目次で「人物」等の項目を見たり、索引があれば人名で探したりします。 

また、古い資料であれば、「国立国会図書館デジタルコレクション」で、デジタル化した資料 

の全文検索(人名を入力して検索すると、資料と掲載箇所が表示される)が可能な場合があります。 

   

   ＊国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/ja 

 

    当館ホームページ内「地域の本棚」では、県や県内市町の行政資料、郷土誌（史）、文学作品、 

紀要、新聞・雑誌の索引類等、香川県に関する資料を公開しています。 

多くの市町村史誌の目次や、過去に新聞で紹介された人物記事等の検索ができるため、調べよ 

うとする人物の情報が掲載されている資料を、素早く見つけることができます。 

 

 

 

 

    活躍した分野や職業が判っていれば、その分野の資料で事績がわかるかもしれません。 

   たとえば、商売を営んでいたなら、地域ごとの商工名鑑類を調べてみましょう。 

 

   当館が所蔵している、最も古い商工名鑑は、明治 44年刊です。 

    『高松商工案内』高松商業会議所 1911.9（K6703/T9） 

    ＊国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/803710 

        (著作権保護期間満了によりインターネット公開中) 

 

   また、号を持つなど、趣味の分野で名を残されている場合もあります。 

 

   『讃岐雅人姓名録』赤松景福／著 香川新報社 1916.3（K2810/A1） 

   ＊国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/936746 

香川県にいた先祖について調べる 

香川県立図書館調べ方ガイド No.10 令和 8年 8月 

１ 人名辞典で探す 

２ 市町村史誌で人名を探す 

３ 活躍した分野の資料で探す 



 

 

「先祖は高松藩に仕える武家だった」となると、家臣の禄高、役職などを記した分限帳で探す 

ことになります。 

 分限帳はある時代に記録された手書き文書であるため、判読しやすい活字に翻刻した分限帳を 

収録する資料を見つける必要があります。 

 

『高松藩藩士録 藩士から牢人まで』占部日出明／著・刊 ３版 2014 (K2310/U1/1-3） 

  高松藩の各種分限録や古文書、関係の論文等 150 点以上をまとめて、人名の五十音順に配列 

した活字の資料です。出典資料が明示されており、元の資料を確認したい場合に便利です。 

 

「生駒家の家臣だった」であれば、生駒家の分限録で探します。 

 

『寛永十六卯年生駒壱岐守家中分限帳』第2版 上坂氏顕彰会史料出版部 1999.5(K2100 K41 1-2)ほか 

 

 「丸亀藩」「多度津藩」であれば、それぞれの分限録で探しますが、まとまった 1 冊の資料に 

なっておらず、市史の一部に含まれていることもあるため、注意が必要です。 

 

例えば、『丸亀藩分限帳』（嘉永年間）は、次の資料に掲載されています。 

 

 『新編丸亀市史 ４』丸亀市史編さん委員会／編 丸亀市 1994.1 （K2610/M2/3-4） 

  ｐ244～284 

 

同じ時代の多度津藩の分限録は、次の資料に掲載されています。 

 

 『多度津町誌 資料編』 多度津町誌編集委員会／編・刊 1991.3 （K2634/T1/5-2A） 

  ｐ152～165 

 

 

 

 

    国立国会図書館の、調べものに役立つ情報を紹介する調べ方案内「リサーチナビ」に、「先祖・ 

ルーツを調べる」があります。系図、姓氏・苗字、家紋の調べ方から始まり、各種調査の手法や 

参考文献が紹介されています。 

 

 県内の文書館、歴史資料館、美術館、博物館にも、先祖の足跡をたどれる資料があるかもしれ 

ません。図書館での調査結果を伝えて、相談してみるのも１つの方法です。 

 

 また、先祖調査や家系図作成を業務としている著者による、調査のノウハウをまとめた本も 

刊行されています。 

 

 『自分でできる家系図の作り方 ご先祖調査のプロが教える』 丸山 学／著 ポプラ社 2026.6 

（2882/M7/3） 

 

 香川県立図書館では、香川県にゆかりの人物についての質問を受け付けていますが、人物調査 

は調査対象の資料が多岐にわたり、時間を要します。「この資料はもう見た」「昔の〇〇町に住 

んでいた」など、判っている事実を事前にお伝えいただくと、調査がスムーズに進む場合もあり 

ます。 

           電話や手紙、当館ＨＰ「レファレンスのお申し込み」から受け付けしています。 

香川県立図書館 

  〒761-0393 高松市林町 2217-19 TEL：087-868-0567  

４ 分限帳で人名を探す 

５ 先祖調査をもっと深く、詳しく調べる 


